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昭和52 年に，埋蔵文化財研究センターが設立されてから，すでに10 年の歳月がすぎた。

その間，調査の体首ljもしだし、に整備され，吉田キャンパスを中心に和歌山県の瀬戸，京都

府の一五月，中海道，本山などひろく各地に点在する敷地内の埋蔵文化財について，調査と

研究をすすめ，保存と活用のJ］策をもとめてきた。この制査を通じて，学内の各学部，研

究所，研究施設などの研究室をはじめ，学外の研究機関の積極的協力をえて，学際的研究

をすすめ，埋蔵文化財一研究センターはその核の役割りをはたし，大きい）花束こをあげること

ができた。この年報にも，その成果のー引佐が反映されている。

もっとも，次々と学内で汁両される新営工半にともなう事前調査を主な調査とし，不安

定な組織のもとですすめなくてはならなし、という現状にあって，研究センターの構成員を

中心に協力し懸命な努力をつづけ，すぐ、れた成果をあげてきたことに注目したい。この方

面の研究活動のL、っそうの向上をはかるためにも，研究組織の充実がつよく要請されてい

る。

この年報は第 I部の昭和59 年度における梅内遺跡の調査報告と第 E 部のそれら追跡や遺

物に関連する研究成果をまとめた研究紀要とからなる。とくに第 I部第 2立北白川追分町

遺跡の調査報告では，大型植物遺体について大阪市立大学大学院の南木l佳彦氏，木材につ

いて京都大学木材研究所の島地謙教授，昆虫遺体について大阪市立自然史博物館の宮武頼

夫氏にそれぞれ執筆をわずらわしたことを附記したい。

今回も学内，学外の多くの方々から御指導，御助ー己をいただき，調査の全般にわたっ

て，施設部，医学部附属病院，理学部の関係各位の御協力をいただいた。ここに厚くお礼

巾しあげるとともに，今後とも学内・学外の方々の御指導と御協力をおねがし、するしだい

である。

昭和61 年12 月

京都大学埋蔵文化財研究センター長

西川宇治
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1 木年報は，京都大学構内で昭和59年4月から同60年 3 月末日までに発掘，整理作業を

終了した埋蔵文化財調査と保存の報告，および京都大学埋蔵文化財研究センターにお

ける研究成果をまとめたものである。

2 層位と遺構の位置については，国土座標第 6 座標系（x= 108,000 y= -20,000 ）が

(Xニ 2,000 Y =2,000 ）となる京都大学構内座標によって表示した。

3 国土座標にしたがって一辺50mの方形の地区割をして，遺跡の位置を表示した。

4 遺構の略号は，奈良国立文化財研究所の方式にしたがって，井戸： sE ，土坑‘ S K 

のように表示し，各調査ごとに番号を付した。

5 遺物には，遺跡の調査名を示すローマ数字と，調査ごとの通し荏号を lから付した。

この遺物番号は，本文，実測図，写真を通して表示を統ーした。

I ：北白川追分町遺跡の発掘調査

E：京都大学病院構内A Fl9 区の発掘調査

（例 I1 ：北白川追分町遺跡出土遺物 1喬）

6 原則として，遺物の実測図は縮尺 1/4 ，遺物の写真は約 1/2 に統ーした。他の縮尺の

ものは，それぞれに縮尺宏明記した。

7 注は，各章ごとにまとめて章末に記載した。また，第 I部の参考文献は，本文中に，

〔著者名 発表年3の形式で表わし，第 I部の末に一括した。第H部については，各主主

末の注に一括して記載した。

8 遺構・遺物の実測と製図は，清水芳裕，五十川仲矢，浜崎一志，宮本一夫，三宅由美，

森本晋，古賀秀策，宮川禎一，千葉豊，）｜｜島はる代，寺島千春，大本真理がおこなっ

たO 遺物の撮影は，清水芳裕が担当した。

9 本文は，上田正昭，池田次郎，清水芳裕，五十川仲矢，浜崎一志，宮本一夫，森本晋

が各章を分担執筆した。執筆者名は，各章の初めに記した。

10 編集は西川幸治の指導のもとに清水芳裕が担当し，五十川伸矢，浜崎一志，宮本一夫，

難波洋三，盛恵子が協力した。

11 白然遺物の分析については，理学部地質鉱物学教室 石田志朗・竹村恵二，木材研究

所 島地謙・林昭三・伊東隆夫，大阪市立大学理学部 粉川昭平・南木睦彦，大阪市

立自然史博物館 宮武頼夫の諸氏の御協力をj頁いた。
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